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・　　　　　　　　　　　　　　　　 緒　　　　 言．

　　　予 糟 こ こ 「CUXt ’ん け る 淡 雄 繍 査 の 醵 は 、わ 蹴 鵬 と臺鶴 と の 間 に 互 掲 島 、，lc し て 、

　　勉學 上 こ れ 繊 鶚 弧 （Lit曲 く；U 囑 と鋼 ． ・ の 稱 呼 囎 鯉 學融 ・襟 歎 鰤 こ よ

・
姓 戦 られ

』

　　
し鰍 して ・九 燵 離 圃 有餘 浬 の 海 上 ・・勘 す る 弧 麗 列 鴫 ・ 囀 鰰 る もの r：．・」、

． 。 擁 嫡

　　
ぼ 五 蝌 と な す 。 大 隅鵡 ・蠣 喇鸛 ・奄 歎 購 島、沖 繩 鶺 、鶲 諸 U ．P ・、 ”． 両 して ． の 弧

　　鯉 列鳴 初 内 耐 ・暾 的 磯 き鶇 嬾 て 脚 獣 隊 隊 ・、外飆 急鰍 醐 て 癖 洋 の 繭 ζ

　　入 れ Do

　　　
叉 雌 瓣 ・鶸 鍼 鹸 慂觀 抗 lf諌 勧 服 咽 す る 地 皮 の 融 暦 宿ゴ飛 石 的瑠 め 、 點妖 舐

　　
瞭 魄 殿 見 る べ く・腫 噺 鰍 ゆ 噴購 ・・詠 蜘 猷 陸 東 邊 の 吠 防 灘 ・ 云 ふ も誣 言 腓

　　ざ る な り o

　　　構 黜 ・離 ・ ・魂 甄 ・ 膿 こ鋤 ・ 心 騰 造 … と輔 昶 ら る ． 麟 暢 禰 脚 ．e

　 醂 は 悉 噺 畑 凱 城 り 沖 帶 は 古 〜曙 磁 と し 嬲 聯 三 繊 後噺 慰 り 成 る 。

　　　糊 叡 柾 齢 よ 胴
’
躙 年 ・・鄲 ＋數 欄 の 糠 既 て 、 吐 翩 鷸 櫞 外 し （淡蘓 な き見込

　
V’ り注 な る 島 姻 は 大概撒 染 疎 リ ・

・驥 帳 捌 囓 飲 研 究 の 勲 ・ し は 深 幡 づ 。 励 ， 磁

　　も
』
・元 職 務畭 鰕 撚 ・ 嗾 筋 試 々ほ た ・ 姻 ・ 鵬 ・ 標品 の 蒐 簸 ・ ・ 等 備 勝 聞罅

　 の 結 果 な れ ば 、切 に 讀者 の 寛恕 な 所 る 。

　　　
予 瀬 靴 し 躡 の 螂 は ・其 繊 鵡 柬 婦 蹴 學 助教細 帳 顧 の 諍 ・ SC“ 1）て 簸 の 嫐 轗

誑 り ・ 無 に 年 の 耀 知 輝 の 魚顯 融 多少 噸 害 あ I」
、 予 瀬 鞭 品中種鴉 産 の 大 紛 楓

備 轡
失

唱
の の ご と し

゜ 鰰 ま
鄲 釜 な く櫞   騨 ・ ・ 記 し ・ 鵬 聯 脇

　　 驫 の 齪 は 酬 啾 正 怪 鱗 以 て 繍 す 。 J。・臨 及 び 刪 哂 氏 の 賭 ，。 て Tl｝。
　Fre ，h　 IYat・ev

Fishes°f
　
th ・ Ri ・ ki・ 漁 ・ d… J・p… と題 し証 鞴 的 の 報丈 を C ・ … ，i。　M 。，。U 、、、 の 年 轍 載 tf ら

糠 れ 蹴 き て 看 ら れ ん ・ 砕 希 望 す ・ il」して 本編 は 簇 麟 の 鞴 蹣 鄒 ・ もの な ・
． 綴 峰 も し

後鸛 踏 映 瀕 灘 払 焔 硲 膿 望 触 ・ と す ・ 緲 蠣 碩 集 磯 多 の 鱒 秘 。 ま ひ 、 躡 に

精 勲 る 考査 襖 へ ら ILた 細 犠 穗即 ・對 し灘 の 謝恥 表 す る もの tt　V 。　　　　　　　　　　　　 噸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　探 集 魚 類 E 鋒 　 ・　 　 　
・

　　
次 躙 表 す る 鯔 は 悉 く本 鹹 内の 淡 水 中 鯲 て 探 集 し n6eb の な

「

b 。 元案
本區 域 は 黼 の 一

粟 な れば 純 淡 水 鰍 の 棲 息 す べ き離 甚だ狹 し． 大 小 の 河
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3．56　　　　　　　　　　　　　　　　　　 黒　　砦　　恒

流 多 くは上 流 と下 流 と あ b て 中流 を缺 き、 下 流は 全 部 に亘 う海潮 の 去 來 す る も

の 多 し。
叉 潟 池あ る 竜大 概 鹸水の 侵 入 を 受 く。 純淡水 魚 族 の 少 き亦 以 な き に あ

らず 。 淡 水 中に て探 集 せ し魚 類 中普逋 海魚 とし て認 知せ らる る もの は つ とめ て

除 外 せ b 。

　　　　　　　　　C ・t・1・gu ・ ・f　
’
F ・e ・h　lVat・er 　 Fi・hes

　　　　　　　　　　　Collectecl　in］［、iukiu　Curve，

　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　1912−1925 ．

　　　　　　　　　　　　 By 　HisAb’H ・ 1〈URolWA ・

　　　　　　　　　　　　　Fam ．　P 玉ecoglossidae ．

　ユ， Plero．qloss・us 　alti ・tur・lfis（TEMMINCK ）・

　　　　日本 普 通名 　ア ユ

　　　 方 言 　ヤ ジ （奄美 大 島）

　　　 分布　種子 島 、 屋 久島 、 奄美 大 島 、 沖繩 島

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Fani ．　Cobitidae．

　2． 」∫‘sg 己乙ド’・u ＄　a
−n9 〜Li・llalca　Lulcttct・s （CAXTOR ）

　　　　冂本 普 逋 名　 ド ヂ ヨ ウ

　　　 方 言　ヂ ヨ ヂ ヨ ウ （奄美 大 島）、 タ ユ （徳 ノ 島）、
ド ン ヂ ヨ ウ（沖 繩 島の 南

　　　　　　 部）、
ジ ユ ジ ユ ウ（沖 繩 島の 北部 ）、

ド ン ゲ ー（石 垣 島）

　　　 分 布　種 子 島 、 屋 久 島 、 奄美 大 島 、 徳 ノ 島 、 沖 繩 島、 久 米 島 、 石 垣 島

　　　　　　　　　　　　　　Ftiin・
．
Clypm

’
nidae ・

　 3． e α rα 88酪 α 〜弓，
・
α齠 （LI｝

“
）
’
・F．us ）．

　　　　日本普 逋名　 フ ナ

　　　 方 言　タ ー イ ユ 又 タ ー ／ ヲ （沖 繩島）、
タ ー ズ （宮 古 島）、

フ ナ ー（石垣 島）

　　　 分布　種 子 島 、 奄 美大 島 、 徳 ノ 島 、 沖 繩 島 、 伊 李 屋 島、久 米 島 、 宮 古 島 、

　　　　　　 石垣 島 、 西 表 島 、 與 那 國島

　 4． Cyp7i ，Lu・s　c（L’rp ・ LIXN 訓 s・

　　　　日本 普遯 名 　 コ ヒ

　　　 方 言 　ク ー イ ユ （沖 繩 ）

　　　 分 布　種子 島（移殖 ）、 沖繩 島（移殖 な らん ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Fam ．　Poeeilidae．

　5．　0 厂凝 α sla ．sipes（TEMN ｛広 K ＆ SCHLk］G ］，：し）・

　　　　日 本普通 名 　 メ ダ カ

■

亭

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　Servloe

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ■



The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologloal 　SOOIety 　of 　Japan

q

●

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 o

　　　　　　　　　　　　琉 球 島弧 に 於 げ る 淡 水 魚類探 集概 報 　 　 　 　 　 　 　 357

　　　　方 言 タ ユ 俺 美大 島）i　 “・VJ ・ 一叉 タ カ ガ ・又 タ カ マ ・ （沖鶲 ）、
， ダ

　　　　　　　カ （久 米 島）

　　　　分 布　奄美 大 島 、 沖 繩 島 、 久 米 島　　　　　　　　
』

　 6・ σ・ 規 幡 蜘 伽 ・（B ．… D ＆ G ・・ARD ）．

　　　　分 布　石 垣 島 （新 移 殖 ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Fam ．　F亅utidae ．

　7・ E 蝓 ・tba　（ZUiE “
一
），　 　 　 　 　 　 　 　 　 ．

　　　 　昼本 普通 名　 タ ウ ナ ギ

　　　 方 言 タ ホ 俺 美 鴪 い 一 ン ナ ・ ヤ ー Jb（　b　一 一ヌ ギ ヤ ー （沖 鶲 ）

　　　 分 布　奄 美 大 島 、 沖 繩 島

　　　　　　　　 ，　　　　　　　　 Faln ．　Anguillidae ，

8！ 由 鋼 切 卿 轍 丁跚 HN 。 K ＆ s。HLE 町 ，

　　　 日 本 普逋 名 　ウ ナ ギ

　　　
方 言 マ 竍 ギ 幄 久 島）一 ’

眇 ナ ギ 俺 美 大 島）、
タ 野 ヤ ・ ナ ギ （徳

　　　　　　
ノ 臥 ン チ ヤ ウ ナ ギ 又 ヌ チ ヤ ウ ナ ギ 榊 繩 島 ）、

タ ー一ン ナ ギ （久

　　　　　　 米 島 ）・ タ ー一ウ ナ ギ （宮鴣 ）、
ン タ ウ ナ n （石 垣 島）

　9・ 一跏 9認 ’α fsna −r ’ynoo ”
ata 　QUOY　ttnd 　GAIM ．xl ｛，D ．

　　　 口本 普逋 名 　オ ホ ウ ナ ギ

　　　方 言 ゴ 酋 ナ ギ 幄 久 勘 、
・ 一 ・ ナ ギ 俺 美 鳩 ）、

）… ＿ ン ナ ヂ （久 米

　　　　　　島）・
か ウ ナ ギ 叉 ・ 一 野 ヂ （沖繩 島）、

カ ー ・ ウ ナ イ （石 鵬 ）

　　　舫 種 飛 渥 端 庵 歎 島、徳 ・ 島紳 繩 島 、 榔 屋 島訊 鵜 、

　　　　　　 宮古 島 、 石 垣 島、 西 表 島

　　　　　　　　　　　　Fam ．05phor ・ n βmidue ．

10・ jfae’ropodtes 　opercula7iis （L・i．NX 一肇：us ）．

　　　 臼本 普逋 名 　タ イ ワ ン キ ン ギ ヨ

　　　方 言 け イ ユ 榊 繩 島）、 け イ ヲ（久 米 島）

　　　分 布　沸繩 島 、 久 米 島 、 石 垣 島

　　　既 蜘 埔 清 地 方 よ 耽 沖 繩 獄 移殖 し、 次 鐡 撒 布 せ し もの と認 む

　　　 　　　 　　　 　　　 　 Faln．　Kuhliidae．
11・ Kul ・1’ia　rup 　est・r−is　Ltlort］PEDE ，

　　　 fEl本 普畏遍二名　ミ キ ウ （新禾霹）

　　・方 言 ・ ・ （種 子 島 ）… 　 ウ （奄 美鳩 、 沖鶲 い ツ 3（久 鵜 ）、

　　　　　　
ju　一一ズ （宮 古 島 ）、カ ー ラ ミ ー ヒ カ リ （石 垣 島）、

ミ ず ダ （支那 國 島 ）

　　　舫 種 鶸 渥 嶋 躾 鳩 ・ 沖 鶲 ， Gt米 島讃 嘉鶸 漕 鴣 、

　　　　　　石 垣 島、 西表 島 、 與 嬲 國島
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12， Kubli（t・　）’iaryinakt （C ゼ V 王ER 跏 d　VELENCIE ∬ ES ）・

　 　 　 f「1本 普 通名 　 ユ ゴ ヒ

　 　 　 方 言　 ミ キ ク

　　　 分布 　沖縄 島を主 とし前 種 と共 に 發 見 せ らる

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Faln，　Eleotridae，

13．　五71801r誌 σ．く？；cttplt　ct　la（TEMMINK 毳 SCHLEGEL）・

　　　 日本 普通 名　 ド ウ マ ン

　　　 方言　 n 一 ブ （沖 繩 島）

　　　 分布　沖 繩 島

14． 舳 播 諏 ・ （S6H 忍 ・・D ・・R ）．

　　　 日本普当重名 　リ ウ キ ウ ド ウ マ ン （新稱）

　　　 方 言　ウ ブ （奄美 大 島）、
イ ー ブ （沖繩 島）、 ．ド ロ （與 那 國 島）

　　　 分布　奄美 大 島 、 沖 繩 島、 宮古 島 、 石垣 島 、 與 那國 島

　　　 田 中茂穂氏 に 從 へ ば、前 種 と本種 とは 元 來 同一種 な る 竜の の 如 し 、 予 は

　　　 暫 く從 前 の 見 解 に從 U麟 數 （側 線上 の ）の 多 き方 郎本種 に リ ウ キ ウ ド ゥ

　　　 マ ン て ，煽新和 名 を附せ b

15． ．80鋤 伽 δ 8f ’〜6η8fδ （L ，tcEp ｝］DE ），

　　　 日本 普 逋 名　 4 ノ ・ サ キ ノ ・ゼ （薪稱 ）

　　　 方 言　 ゴ ツ ケ ー （石 垣 島）

　 　 　 分 布 　 石 垣 島

　　　 石 垣 島の 探 集 調 査 に 多大 の 指導 を 輿 へ られ た る八 重 山測 候所長 岩崎 卓

　　　 爾氏 を 紀念 し イ ノ
・
ず キ ノ

・ゼ て ふ 新 和 名 を 創定 す

16， 0炉酌 c・o’… a ・P ・rr・s （BI．E ］・・KER ）・

　　　 日本 普 逋名 タ メ ト モ ノ
・ゼ （新稱 ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 o

　　　 方 言 　ボ ー一　A 一 ブ （沖 繩 島）、
ビ ユ ー イ ズ （石 垣 島 ）

　　　 分布　沖 繩 島 、 石 垣 島

　　　 本 種 最 初 の 臉 禺 地 は 沖 繩 島の 北部 に して 、か の 鎭西 八郎が 上 陸せ し蓮天

　　　 港 と相 距 る 遠 か らざれ ば 、 こ れ に 因み で タ メ ト 1 ノ ・ ゼ て ふ 新稱 を 創 定 す

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　Fam 、　c｝　eb 主　itl　・a　e ．

17． Ch ・11・pit・7
’
L（s　1・a

・r．“o ］？at ・us　（1；LE ・ KER ）・

　　　　日本普 逋名 ア マ ミ ゴ リ噺 稱 ）

　　　 方 言 ウ ブ （奄美大 島）、
イ ー ブ 艸 繩島 ）

　　　 分 布 　奄 美 大 島 、 沖 繩 島

　　　 從 來 こ の 種 に 和 名 あ る を聞 かず 、

：奄美大 島盆 勝川 に 多 け れ ば ア マ ミ ゴ リ

　　　 て メ、漸和 名 を 創定 す

丶
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琉 球島 弧 に 於 げ る 淡 水 魚類 探 集漑綴 359

　 ユ8・ 0短 θ｝LOρo ゐ播 ，雌 cr 卿 ｝溜 1醐 （BI・Eb ］K ）IH ）．

　　 　　 日 本 普逋 名 　 ウ キ ゴ リ

　　 　　 分 布 　奄 美大 島

　 19． ＆ 曜   彦θ糊 ゴαpo ’認ぐ閥 （
「1
’
A．N ・LKA ）、

　　　　 日 本 普逋 名 　ボ
’
ウ ズ ゴ ヲ

　　　　 方 言 　 ウ プ （奄 美 大 島）、
／ 一 プ（沖 縄 島）

　　 　　 分 布　奄 美大 島 、 沖 繩 島

　20． 男・毎 飢 吻 θ｝
・飽 魎 z協 6 」ORD ．LN ＆ TA ∬ 亙 A ．

　　 　　 H 本 普逋 名　 ナ ガ ノ ゴ リ（新稱 ）

　　　　 方 言　 ウ ブ（奄 美大 島）、
イ ー ブ （沖繩 島）

　　　　 分布 　屋 久 島 、 奄 美 大 島、 沖 繩 島

　　 　　 本種 は 屋 久 島以 南に 分布 す る新 種 な 鉱 新和 名は 予 が 屋 久 島探 集 の 際 斡

　　　　 旋甚 だ 力 め られ し同 地 の 人 、 故 永 野 彦熊 氏 を紀 念 す る Z｝， の な b

　2L 　E1ら脅↓oρo腕 薦 s毫〃占1傭 GILL．

　　 　　 H 本普 逋 名 　 ヨ シ ノ ボ リ

　　　　 方 言 　 ウ ブ （奄美 大 島）、
ス ー プ（沖 繩 島 ）

　　 　　 分布 　屋 久 島 、 奄 美 丿く島 、 沖繩 島 、 石 垣 島

　22． 1〜ノ乙Σπ oρσゐ齢 砂 毒rを澗 （R ｛ Tf 啣 ．

　 　 　 　 日本 普 通 名 　 ゴ ク ラ ク ノ
・ぜ

　　 　　 方 言 　 ウ ブ （奄美 大 島）、
／ 一 ブ （沖 繩 島）、

ゴ ッ ケ ー （石 垣 島 ）

　　 　　 分布 　種 子 島 、 屋 久 島 、

：奄美大 島 、 沖 繩 島 、 石 垣 島

　23． σ 繍 7£ 吻 〕Σss 翻 o癬 SN 天DER ．

　　　　 H 本 普逋名　 コ ノ e シ カ ノ ・
〜
・ぜ （新稱 ）

　　 　　分 布 　宮 古 島 、 石 垣 島

　　 　　本 種 奄從 奈 租 名 な し 、 新和 名は 予 の 探 集助 手 に して 本 調 査 に盡 力 さ れ た
○

　　　　 る 小 橋 川 共 蒲氏 を 紀念 す る 竜の な ）t ．

　　　　　　　　　　　　　　 探 　集 　紀 　事

　　 　　　 　　　 　　　 　　　 種 子 島 及 屋 久 島

　 種 子 島 は 鹿兒 島の 南東 六 十 二 浬 の 海 上 に 横 は る一
字 形 の 低 卆 島 に して 、 海拔

4Sig六 七 百 尺 、 長 さ十 八 里 幅二 三 里 の 聞 に 出 入 す 。 之 を遠 望 す る と きは 宛 然 砲

臺 の 如 し 。 地 質は 第三 紀 層 上 に 洪 積 層 を 戴 き 、 港 海處 々 に 沖 積 層 を見 る。 西 及

南 の 二 面 は 海 岸 に 沙 丘 の 發 逹 著 し く、南 端 沙 丘 の 内 面 に 一 の 瀉 池 あ b 寶滿 の 池

と云 ふ 。

　 Jilは 島の 短 軸 に 並 ぶ もの 多 く、 概 し て 長 さ 一 里 内外 な れ ば 、 川 と云 ん よ うは
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‘
卜亘

寧 ろ溝 渠 と呼 ぶ 方適 當 な らん
。 長 軸 に沿 ふ もの に は 二 三 里 長 の もの 二 三 條 あ b 。

島岐 地 の 常 規 と し て川 に 上流 中流 、 下 流の 別 な く、 上 流 よ b直 ちに下 流 に 移
る もの 多 き こ と は 魚類 に 著 し き關係 あれば 、 調 査者 の 豫 め 心 得 あ くべ きこ と な

飢 叉 第 三 紀 以後 の 地 層 を流 る る川 水 は 、 概 し て溷 濁 し居 b 、 從 て 所棲の 魚類
に重 大 な る 關 係あれば 、 此 點 も探檢 者 の 豫備 的智 識 と し て 承知 しあ くべ き所な ，

貌 魚類探集 の 記事 に處 々 地 質談 を挿 入 す る は か か る事 情 の 存 す る に因 れば な

bc
本 島 鯲 け る川 の 下 流 は 入 江 状 を なせ 6 ・6 の 多 く、 流速 極 め て SCか 勧

． 概
ね 丘 陵 聞 の 地 上水 や 、 田 圃 の 排 水の 集合處 な れば ゾ 泥 濁 せ る 竜の 多 く、 且 温 度
高 き島地 の こ と なれ ば 、 有機 物 の だ め 黄褐 色 を帶ぶ る もの 多 し。 殊 に沙 丘 の 發

達 は 川 口 を鎖 して夲流 の 代 謝 を さま た げ 、 腐 水 の 觀 を呈 す る と ころ 多 く、 一見

し て 魚 族の 種類 に乏 し きを想 は しむ 。 か か る 揚合 は 本區壗内 に頗 ぶ る多 け れば
tL に 一一言 しXA　・〈もの な b。

　か く不 透 明 なる 水 中に て は 、 水 面 に 波絞 を畫 くもの の 外 、 中層 以 下 に を る魚

類 は 其 片 影 す ら伺 ふ 能 は ず 、 探 集の 不 便言 ふ べ か らざ る もの あ b 。 か か る溷 濁

せ る 水 流 に 直 面 し如 何 に せ ば其 魚 類 を 調 査 し得 べ きか 、 島岐 の 探 集に 多 少 の 經

驗 あ る 予 輩 と雖 竜
一

時躊 躇 し た b き。

　本區 域 に 於 け る 予の 採 集法 は きは あ て 單 簡 な b 。 予 は 自 ら之 を名 け て t
−
＝

打、

盲 釣 と云 ふ c 盲打 とは 豫 め 魚類 の 有 無叉 は 種 類の 如 何等 を見 定む る こ とな くし
て 網 を くだす 方 法 を 云 み 盲 打 1こは 絲 の 丈 夬 に し て 綱 目の な る べ く細 か き打 網

（中等 大 の もの ）を 使用 す 。 吾 人 探檢 探 集 の 目的 は 魚類 の 種 屬 を見 る に あ b て 其

大 小 に あ らざ れ ば 、 標 品 と して の 魚類 は 成 る べ く其小 な る 竜の を捕獲 す る に し

か ず 、 こ れ に は 種 々 の 理 由 あ る も、仔 魚 は 警戒 力鈍 くし て 捕 獲 し易 け れ ば な り。

在 昔 支 那の 孟 子 が 魚類 の 繁殖 上 數器 袴池le入 る こ と を戒め た b しは 保 護 繁殖 上

必 要 の こ と な る も、 調 査 の 場 合 に 限 b特 に 數器 の 必 要 を威ず る もの な b 。　　　 ．

　ヌヱ の 盲打 は 折 々 意 外 の 魔物 に 出 逢 ．ζて 困難 す る こ と あ b。 大 正 十 年 五 月予

は 本 島南種子 村 の 河 流 に 盲 打 し て一
網 打盡 の 收獲 を喜 び し も、 網 を皐 ぐる に 及

ん で 危 險 な る 海 魚 ゴ ン ズ ヰ な る に驚 き し こ とあ b 。 本採 集區 域 の 河川 に は 下 流

k 海 魚 の 侵 入 せ る もの 多 け れば 注 意 して 可 な b 。

　予 は ．叉盲 打 の 結果始 め て 此 島 に ミ キ ウ を見 出 し 7Z　b 、 大 さ僅 に 七 分許 あな b
し も

．
種 屬 を鑑 別 す る に は 十 分 な b しか ば 、 予 は 此 貴重 な る標 品 を話 の 種 と し て

ミ キ ウ の 存 在 を 聞 き合 せ た b しに 、 漸 く此 魚 が 島の 束洋 熊野 川 に 棲息 す る こ と

を突 きとめ 得 た b
。

こ の 魚 本島に て は ミ コ と呼 ぶ 、 蓋 し ミ キ ウ の 轉 訛 な り
。 父

老 日 く、
ミ コ 釣 うは 朝 夕に 於 て す 、

イ ナ ゴ を餌 と し て 水 面 に 投ず る と きは ee　b
い で て こ れ を食 ふ と 、

ミ キ ウ の 習 性 を説 き得 て 要 を得 た b。
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　 本採 ≡集區 域 の Ku ｝，・lia屬 に K ．ず 翠 硲 加 誌 及 K −
”zarg ・iuala の ＝ 二種 あ る こ との 明

確 に な b た る は 全 く爾 氏 精 査 の 賜 ｝（ し て斯學 の 爲 威謝 に堪 え ざ る な ）tc 琉 球 諸

島の ミ キ ウ に 二 形 あ る こ とは と くよ b氣 付 き居 た b し も、 元 來 内 國 に て は 死 較

す べ き標 品皆無 に し て 、 參．考 書 亦 極 め て乏 し く、 容 易 に 口 を 開 く能 は ざ れ ば 、

從 來 之 を κ ↑隠 r卿 伽 と し て 一 括 し深 く研穿す る に 至 らぎ うき。
L の 疎 漏は 恐

くは 予
一 入 に あ らぎ る べ し 。 さ れば 騎來 殉 魚 翻 脇 屬の 分布 を研 究 せ られ ん と

す る 同 地 方 諸 君 の た め 琉 球諸 島淡水 魚 類 篇 よ う兩 種識 別 の 要 點 を抄 出 すべ し 。

　 Kvhlin　rup 　esb
“is に つ き先 づ 次 の 如 く記 遞 され あ うc

　　　κ 那ん‘齔 ゲ 曝 ）8s加名s　has　the　caudal 丑n 　uot ・deeP ｝．y　forked ，
　tlユe　lobes　blun七．

　　　C ・ mPared 　with 　Kuhl ・i・a ・耀 卿 磁 th ・ ・11・ ut 　i・ 10n9・r
，

・b・ ・ t ・・ 1・n9 　 a ・

　　　もhe　m ・ der・ te　ey ・ ； t，h ・ ・コ・・Ut ｝） i・ s皿 ・ll・・ ； th ・ niaxillary 　n ・t ・eaching

　　　middle
．
of 　eye ； the 　l）ody 　is　a　liもtle　deeper 　an （星the　eo 王oratic ｝n 　is　darker．

　　　The 　s   ft　dorsal　has　a　rather 　broad　］）lagk　band 　withill 　it睾 nlargin ．1
．each

　　　l。b・   f ・aada ユh ・ ・ a 　bla．c．k　ba
’
nd ．・… si・ g　Pbliq・ ・ly 肋 ・n ψ e ・ Ppe ・ t・ the

　　　P・・t・・
’i・・ ma ・gin ； ・ ut … ngl ・s ・f　th・

馴
d ・1・pa ］e ； ・nftl　

’
wiih 　a　b・・wni ・h

　 　 　barid　at 　base．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・

　 又 …爽 ぎに ．9eshl・iCL？na7 ’
9．麟 α 如 に つ きて は

　　　
「Vhe　ba・k　i・ alm ・ ・t　 pla．in　 q・・il・ … y　； bl ・ther ・ t・h・ b・ d：，

．　 i・ everyiyh ・・e

　　　closely 　and 　irreguiarly　sPo もted　above ♪
as 　in　K 　e・u婆）esi7

’，i．s
，
　bmt　l｛｝ss　sharply ．

　　　｝汀o 亙ユeof 　oulL 　examples 　show 　the　blac】｛　mediall 　crossbar 　oil　the 　caudal

　　　shown 　in　CuvlER
，

s　figul’e　of 　1勉 儒 ？，〜α rφ ηα 彪 ε．瘉 1占‘訛 9？，α 7φ，｝α 臨 is　slen −

　　　
d ・rer

　
than

坤臟 ・
’
・3・e・tris，

・Dd 　 P ・しler
・

with 　 l・ ・罍 ・ ey ・ and ・皿 al三er

　　　坦 ・htい he　sn ・・t ・ ・t　l・・ 9・ ・ むhan 　ey ・
，

・ nd もh・ 皿 ・ xill ・ ・y　n ・ t　re 紬 i丑 9

　　　middle 　l）f　eye ・　The 　soft 　dersal，　a，］ユal ，　and 　esPocially 　the　eaiidai ，　are

　　　coRspicuously 　margined 　with 　bユack ．　The　giU−r 耽kers　16　to　18
，
1’）elow 　ou

　　　l・wer 　limb ・価 e　arch
，

乱 re もhe 昌跚 ユc・iP　the 　t，、… speeies ．

　因 1こ一一言 す べ き こ と あ b
。

此 頃 」OR 猟 X 氏 著 Fishe3（1925 年 版 ）を繙 き しに 、

Kuh ｛iff屬 の 條 下 に於 て ムニ・rugestrib”
，

」配 1η磁 o ，入
「
，η 1α瑠 薇 畝 乙

，
　A ’

．臨 6癖 耀 α の 各 種

を 單 簡 に 序 し去 凱 終 うに 次 の 一一節 を 附 記 さ れ を る を見 る
。 　　　　　　　 ・

　　 ＄tm ・th … P ・ci・s　a ・e・feuncl　ii・ むh ・ ・Qck 　P6・1・ and 　st・re ・ ms ・f　Jal・1・，n 　and

　 　 SL）し1由 ward ．

　こ の 文 に 據 れ ば上 記 二 種 の 夕胸 帝 國 内 に κ 認 如
．屡 の 棲 碗 の 脇 る 1こ似 tt

b 。 暫 く記 し て 以 て 探 檢 上 の 暗 示 と な す d

　黒 潮 の 流 れ が こ の 熱帶 的 魚 族 の 散 布 に 媒 助 あ る もの とせ ば 、 九 州 の 南端 、 四

國 、 本 州 （紀 伊 ）の 南端 、 八 丈 島小 笠 原 島等 は 到 る 處 之 を 見 る べ きに ， 豫 の 寡 聞
’ 幽
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な る未 だ此 方 面に 産 す る消 息 を 聞か ず 、 ve　）t 伊 豆 の 東 岸伊 東 温 泉 地 の 池 中 に
II．’照 顔 ’忽 α を産す る は 珍 らし。

　
・Jb・ D −S・ 及 田 中兩 氏 合 著 の AC … 1・9・e ・t

’
theFi ・1・es り f・．」・｝．］d

’
　n 　lは れは こ

の 鰍 ドグ ギ ・ （毒 魚 か ）の 和 名あ bc こ の 魚 元 來 骨頗 ぶ る硬 き も肉瞬 β常 に 美

味 な れば 、 琉 球 臺灣 に て は 珍 膳 として 賞せ られ 少 し も毒 氣 な し a さ れば 毒魚の

名 は 寃 な b と 云 は ざ る べ か らず 。 予 は こ の 和 名の 改 竄 を± 唱 せ し こ あ ）
t た b き。

’

其 の 後 ドク ギ ヨ は ユ ゴ ヒ の 誤 な b し こ と を 聞 き、 改竄問 題 は 中止 せ b
。

　鮎が 清流 を好 U 魚 な る こ とは 申迄 竜な し c 種 子 島 に て は 西 岸の 竹 川 、 牧川 及
び 東 岸の 安城 川 に産 す る よ し聞 き 1 み た れ ば 、 牧 川、 竹 川 の 爾 川 を調 査 せ し 竜
一 尾 を 竜得 る能は ざ ）t き。 當時 川 の 上 流地 方 は 材 木 開 墾行 は れ 、 水色 黄褐 な b
しか は 、 鮎 は こ れ が だ め 溯 上 せ ざ ウし もの な らん か

。

　鮎 は 多か らず ・ 藥 餌 の 目的 を 以 て ji・・」
”
F」kJの 溜 池 に 飼養せ る 所 あ bc 鯉 は 島の 南

端 な る寶滿 池 に華す 。 こ れ を故 老 に 聞 け ば 、 舊 藩時 代 鹿艶 島 よ ウ移 入 せ し もの

な b と云 ．執 後 H の た め こ こ に記 しゐ くもの な ）t
。

　 ドヂ ヨ ウ は 水 田溝 渠到 處之 を見 る
。 然 る に 九辮 以北 の もの に 比 し著 し く小形

な b 。 こ の 事 實は 本採集區 域全部 に適 用 す べ し。 想 メ、に 操 集 季 節の 關係 か 、 或
は ま た 種屬上 の 周題 か 、 暫 く疑 を存 しt“か ん とす

．

　本 島 に て Gobiidae 科 の 魚 二 種 を採 集 した る よ う思 へ ど も 、 標 品紛 失 せ しを

以 て 今は た ご ゴ ク ラ ク ・ ・ぜ 一
種 を墨 げ あ くの み ． 種子 齦 こて は ・ ・ぜ 型 の 川魚 は

一
般 iこ チ リ ラ と呼 ぴ 、 海 に す む 同型 の 魚 を 海 チ リ ラ と云 ふ L

　屋 久 島は 種子 島の 南西 七 里 の 海上 に 屹 立 す る圓 形 の 一 大 岩島 に して 、周 囘二

十 五 駐 海拔六 千三 百 尺 、 景色 の 豪宕 な る こ と帝 國 無 比 な る べ し。 登 島山 岳 電

疊 して 處 々 告骨 を露 は し、 繦 崖到 る處 に懸 りて探 檢頗 る 困難 な t） a 中央 に 高山

三 坐 あ 転 總 稱 し て 八 重岳 と云 〆 ζ。 六 月 な ほ殘 雪 を見 る と云 ふ 。 川 あ う四 出 す 。

宮 の 浦 川 ・ 安 房川 、 栗 生川 、 長 田川 、

一 湊川 等 1 れ な ）
t

。

　地 質は 頗 る 單 純 に して 、 全 島花 崗岩の 大 塊 よ ウ成 う 、 北 、 朿 、 南 の 三 面 1こは

中4i層 の 縁 あ 鉱 禽 浩 岸 に は洪 積 層 の 臺 地 を見 る
。

　本 島 ぱ 樹 木蓊欝 と して大 占の 林 相 を と どめ
、 河 流 は 水 景極 め て 豊 富 な b 。 且

つ 水 質の 清 徴 明徹 に し て 淵 度の 低 きこ と本 探集區 域 申他 に 其 比 を見 ず 、 深 淵 の

水 色 は F （りR 】
・
：T，氏水 色 級 第三 第四 の 聞 ！こ居 る c

　本 島の 大 川 は 明 か に 上 流 と下 流 との 二 郡 よ ウ成 b て 、 中流 を缺 け b 。 上 流 は

傾 斜 極 め て 張 く 、 急湍 飛 暴相 接 し て 頗 ぶ る 探 檢 者 を 苦 しめ
、 探 集甚 だ困難 な b

。

上 記 諸流 に て は 主 流 の 長 さ五 六 駅 こ及 ぶ もめ あ る も 、 下 流 は 島に 縁 付 せ る水

成 層 を 探 く切 関 して 威 れ る 短 大 な る 聚 水溝 な れば 、 長 さ は 一 里 に 充 た ず 、 中 に

は 幅 六 十 間 、 深 六 七 尋 、 中大 の 帆辮 を 出 入 し得 べ き もの あ b（安 房川 ）。 潮 汐 は
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殆 ん ど下 流 の 全 離 に 及 び 、 淡 水 魚探 集 の 價値甚 だ 少 し 。 た ご海 産 魚類探 集地 と

し て 繩 好 の 場 所 な れ ば 其 方 面 に 志 あ る もの は 相 當 の 網 具 を携帶 すべ し。 本 島
1ζ は 吾 入 を 滿 足 せ しむ べ き漁 具 な け れ ば な ）t 。

　本 島内部 の 溪谷 を探 檢 せ ん とせ ば 數 日 の 糧 をつ つ み 山 中露 營 の 目的 に て 出發
せ ざ るべ か らず 。 予 の 渡 島は 梅雨 期 lC近 く天 候 不 穩 な うし を以 て 果 す こ と能 は
’
ざ b き。 後 の 採集 に 志 あ る の 士 は 七 八 兩 月 の 間 に 渡 島 し て 可 な ウ、 予 は 上 流 と

下 流 との 交界 に 盲 釣 し て ナ ガ ノ ゴ ソ
、

ヨ シ ノ ボ Y
、

ゴ ク ラ ク ノ
’ぜ を 得 だ ウ。

　屋 久 島 の 大 州 は 前 記 の 如 く縵 大 な る 自然 力 の 威 墜 あ b 、 單身 孤 影 の 操 集者 に

は 不 便 な る 転 幸 に し て 到 處 小 溪 多 く、 そ れ等 の 魚類 は 概 し て 大 川 の もの に 同

じけ れ ば 、 予 は こ の 小 溪 の 探 集 を勸 む る もの 次 bc 予
一一臼 樟 川 の 橋 上 に 立 ち双

眼 鏡 を と b て うか が ひ しに 、
ミ キ ウ が 列 を な し て 灘泳 す る を 見 、 橋 上 よ う剌 網

を 投 下 せ しに （打網 は 水 の 清 徴 な る 所 に て は 無 效 な b ）五 六 尾 を なげ 得 た タ。 此

邊 の キ ミ ウ は 氷 の 如 き溪 水 中 に す み 、 少 し 竜海魚 らし き殀 な く
， 全 然環 境 に 應

化せ う 。

　鮎 は 一 湊川 、 宮の 浦川 に見 る も多 か らず 。 本 島は 水 質清 冽 に す ぎ加 ぷ る に 急

端 な れ ば 、 鮎 の 繁 殖 に 不 利 な う。

　鰻 は 兩 種共 到 る處 に 見 る
。

一 湊川 の 下 流 に て は 晝 間 出 で て徘 徊 す る 竜の あ う、

夜 間 燈 火 を點ず る ときは 探 集 極 め て 容易 な ウc

　本 島の 高度 と溪 水 の 清 冽 とは 予 を し て常 に S曲 助 ni 磁 e 科 の 魚 族 を思 は し め

た 廴 將 來 も し ヤ マ メ 或 は イ・ 2 ・ ナ の 類 を 移 殖 せ ば 好 成 績 を あ げ 得 べ きを信 ず る

もの な b。

　屋 久 島 の 探 集 に は 天 事 入 事 共 に 不 便 多 く、 到 底 短 H 子 の よ く悉 くすべ きに あ

らず 、 同 地 の 入 故永 野 彦熊 氏 は 深 く予 g 探險 に 同情 せ られ 、 令 息 彦 …欠氏 と共 に

始終 多大 の 助 力 を輿 へ られ た ウ、 今 や 幽 明界 を 異 に し 、 長 へ に 音 容 に 接 す る 期

な きを 槭 む
。 切 に 令 息 君 の 健 在 を所 る

。

　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　奄 美 大 島及 沖繩 諸 島 ・

　奄 美 大 島 は 鹿 見 島 を 劉iる 南 方 二 百 痘 里に 獅 、 周 園 五 ＋ 九 里
。 地 質 は 圭 と し

て 古 生 暦 よ b或 る 。 島の 最 高 點 を 湯 灣 鑑 とす 、 海拔二 千 三 百 尺 稍 南 方 に 偏在

す 。 島の 南 牛 に は 川 多 し 、 其 中予 の 探 集 せ しは 西 岸 の 大 和 川 、 東岸 の 小 湊 jli、
川 内 川 、 （長 四 里 ）佳 用 川 （長 五 里 ）盆勝 川 等 な bc 予 の 探 集 は 大 正 八 年 六 月 な b
しが 、 當時 上 流地 方 に 於 て樹 木 の 伐 探 甚 し く、 有機物 の た め 川 水 に 多 少 の 著色

あ る を見 re　）t 。 　 　 　 　 　 　 　 　
°

　鮎 は 何 れ の 川 に も多 少 之 を 産 し、 大 な る もの は 六 七 寸 あ う。 本 島 人 は 之 を 賞
美 せ ざ る 竜の の 如 しL 本 島 の 鮎 は 其 性質 九 州以 北 の もの と稍 異 に して 、 物 に 驚
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き易 き點 ヤ マ メ に 類 す る所 あ b。 此 性 質は 捕 獲 上 頗 る 有利 に して 、 刺 綱 一 張 の

外 何 等 の 漁 具 を も要せ ず 。 予 は 一 人 の 助 手 と共 に 數時 間 に 四 十 尾 を漁 し 島人 を

驚 か した る こ とあ b 左 b き。 鮎 は 本 島に て ヤ ジ と稱 す
。　　　　　　 ．

　 本 島の 地 貌は 探 集蒐域 中最 大 陸的に し て
、 川 に 上 流 中流 下 流 の 別 あ る もの 二

三 條 あれ ど Cyprinidae 科 の 魚類 は 鮒 の 外見 出 し得 ざ 6 き。 此 島に して 既 に か

くの 如 し他 の 島々 は 推 して知 るべ きの み 。 鯉 は 名瀬 （本 島の 首 邑 ）附近 の 民家 に

之 を池 養 す る 竜の あ b 、 特來 は 島 に 散布 す る に 至 る べ し。

　 小 形 の ドヂ ヨ ウ と メ ダ カ とは 頗 る多 く、 ド ヂ ヨ ウ 捕 獲 の ブ〜め 、 水 田 の 排 水 處

に 筌 の 仕掛 あ る を 見 た b 。
メ ダ カ は 鰺 釣 の 餌料 と して 捕獲 す る もの あ b 。

　 本 綵 集區 域 に ては 海 魚 を淡水 中に 發 見 す る こ と敢 て 珍 し とせ ず c 予
一

日 島の

南部住 用村 の 役揚 に て 之 を 聞 け b 。 同地 の 稻 田 中 に あ る小 溜 池 に 珍 らし き魚 あ

b 、 鮎 に 似 て鮎 に あ らず 、 其 名 を知 る もの な しと。 予 は 早速 之 を 調 査 しtcbc

池 は 廣 き田 圃 の 中央 に在 る排水 の 瀦 溜所 に し て 、 海 水 と直 接 の 逋路 な し 、 水 深

三 尺 斗 う、 黄濁 し て底 を見 ず 。 予 は 想 へ b 、 若 し淡 水 魚な bせ ぱ 堀 出 し もの な

るべ き も、 多 分 洪 水 の 節海魚 が 潮 と共 に上 り來 ウ、 此 水 溜 に ゐ き去 うに 遇 ひ し

もの な る べ し と
。 掌大 の 泥 池 に 盲打 を な す こ と數 十 囘、 漸 くに し て 唯

一一
尾 を墨

げ得 た b。 勿 論 海 魚 な b し 竜村 民 間 に 名 高 き魚 な れ ば 、 田 中氏 に 迭 h て 檢定 を

乞ひ しに 、
」毎／α101〕8c 翌 γ洫 o ‘d朋 （BROUSSONET）な b き

、

　本 島に於 け る Gobiidae 科 の 諸種 は 盲釣 を利用 して 捕 獲iせ し も 、
ボ ウ ズ ゴ リ

は 釣 に 上 らざ る を 以 て 他の 方 法 を 執 れ b 。
ナ ガ ノ ゴ リ は 役勝 川 に多 し。 本 島に

て は ノ ・ ぜ 型 の 淡水 魚 を總稱 して ウ ブ と云 ふ 。

　沖 繩 島は 大 島の 南 西百 七 十 九 浬 に 在 る細 長 き大 島に し て
、 延 長 殆 ん ど四十 里

あ bt 島は 地 勢 地 質上 南部 （島 尻 中頭 地 方 と稱 し全 島 面積 の 三 分 の 一 を 占む ）

と北部 （國 頭 地 方 と稱 し杢 島面 積 の 三 分の 二 を 占 U ） と に區 分 せ らる。 沖繩 島

の 南部 は杢 體近 生 層 に屬 す る臺地 に し て、 耕種 よ くゆ きわ た ウ、 沖繩 糖 業 の 主

要 部 に な す c 水 田は 洛 海 の 區 に少 許 を見 る の み 。
又 南部 ｛こは 水流 甚 だ 少 く、 北

方 に 偏 し て 、 断流 す る 比 謝 川 と東流 す る天 願 川 との 二 條 あ る の み 。 何 れ も長 さ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 T

三 里 に 充 た ざ る ・卜川 な れ ど 、 下 流 は 幅廣 く流 れ緩 か に して 泥 濁 し 、 沖 縄 に 於 け

る鯉 魚 の 産 地 と し て 名 あ b 。
こ とに 比 謝川 の 中部 に は 漏 池 と稱 する 涯 溜 あ b 。

鯉 の 集窟 と稱 せ らる る も、
一

種 の 迷 信 あ ）t て近 づ くもの な し。

　 沖 繩 に て は鯉 の 捕 獲i法 甚幼 稚 な b，否 殆 ん ど こ れ を なす もの な し と云 メ、も可

な b 。 鯉 は 産卵 の 季 節 に 到 れば 深 淵 を は なれ J（水 草 の 繁茂 す る淺 みに 出 で 來 b 、

或 は 小 溝 に入 b込 む もの な れば、 此 時 季 を利 用 し、 僅 に 打網 或 は 銛 の 類 を以 て

捕獲 す る 毛の あ る に 過 ぎず 。
天 願川 の 下 流 に て は 、 稚 の 熟 す る 頃 用 水堰 を

．OP　b

落 し 、 水 嵩 を減 じて 補 る こ と あ b 。 本 島に は鯉 釣 を な す 竜の な し c
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　 比 謝 川 の 附 近 に は 單 簡 な る 養鯉 法 行 は る
。 其 法 毎年雨 水 よ ）t 彼 岸の 季 節 に 至

　う鯉 が 淺 みの 水 草 に産 卵 す る を伺 ひ
、 鎌 もて 水 草 を 苅 取 b 、 之 を 山間 に 設 け た

る小 池 に投 入 を 以 て 肖然 の 孵 化 を 待づ竜の に して 、 約一 週 間 前 後 に して 仔 魚 を

見 る と云 ぷ 。 此 法 は頗 る 單簡 な b と雖 竜裟 た 相當 に 注 意 を要 す 。 何 と な れば 沖

繩 に て は 鮒 の 産卵期 が鯉 魚 と殆 ん ど同 時 な る を 以 て 、 も し漫然 と し て 之 を 取扱

ふ と きは 孵 化 し て後 鮒仔 を見 る の 愚 を 演 す べ し。 彼 等 は 云 へ 6 鮒卵 は 鯉 卵 に 比

し少 し く白 き を以 て 、 選 擇 に注意 せ ば決 して 失 敗 す る こ と な し と。 魚 仔 長 じ て

寸 餘 に 至 b ， 容 易 に 鯉 と鮒 とを 輝 別 し得 る に 至 らば 、
こ れ を發賣 す る な b。 養

’

鯉 池 と て 別 に 見 る べ き 竜の な く、
多 くは 村 内 に 堀 れ る 天 水 の 瀦 溜處 に し て 、 李

時 洗 濯 揚 と して 用 ゐ らる る 竜の な b 。 素 b水 流 の 交換 な け れ ば 、 夏 季 は 藻 類 の

距 あ 池水 φ全 部緑色 に變 ず る も、 彼 れ は 卒然 と し て 瞼 鳴 す る を 見 る。 か か る 小

天 地 に あ b て 發 育割 合 に 良好 な る は
、 氣候 温 暖 に し て餌料 の 多 きに よ る もの な

転 沖 繩 に て 鯉 魚 を 産 す る は 、 前記 二 川 と國頭 地 方 な る 朋 地 大 川 と に 過 ぎず 。

奄 美 大 島 に鯉 の 天 産 な き こ とは 前 已 に 之 を云 へ b
。 然 る に沖 繩 の 一 部 に 之 を産

す る は 頗 る奇 な b 。 想 ．昴 こ往 昔 他 地 方 よ う移 入 し 、 民 家 に 池 養 せ し 竜の の 逸 出

書ζは 非 ぎ る か 、交 献 口 牌 の 之 を 證 す べ き 竜の な し 、 暫 く記 し て 疑 を存 せ ん と す 。

　 沖 繩 島 の 北 部 は 古 生 層 よ う成 う、 小 岳重 疊樹木 蓊 欝、 地 勢 頗 る 奄 美 大 島 に 類

せ be 水 流 は 西岸 に 多 く、 屋 部 川 、 朋 地 大 川 、 源 河 川 、 大 宜 味 川 、 邊野 喜 州 等

あ b ， 東 岸 il安波 川 、 安 田川 あ b 。 此 等 諸 川 の 魚類 は 概 ね相 同 じ く、 主 要 な る

竜の は 鮎 ・鮒及 び ミ キ ウ な b 。 屋 部 川 は 有 名 な る タ メ ト モ ノ
・ぜ の 産地 に し て 、

本 探 集逼 域 に 於 け る 此 魚分 布 の 最 北 眼 な b
。 常 に 堤 下 の 士 穴 に 棲 み 、 鰻 と 同 樣

の 方 法 を 以 て 釣 う得 べ く、 大 な る 蓬｝ の は 重 さ一 斤 に 達 す 。 此 魚 は 帝 國 産 Go −

biidae 中 偉 大 な る 竜の に し て 、 土 名 を ボ ー イ ー ブ と 云 ふ 。 蓋 し ボ ー は 大 を 意

味 し イ ー ブ は ノ ・ ぜ の 義 な れ ば 、 之 を 直譯 すれ ば オ ホ ノ ・ ぜ な う。 此 偉大 な る ノ ・ぜ

の 産 地 屋部 川 は 、 往 昔鎭西 八 郎が 上陸 せ し 地 と相 距 る甚 だ近 け れ ば 、 予 は こ れ

に タ メ ト モ ノ ・ ぜ て ふ 新 稱 を與 へ nb
。

　國頭 地 方 の 中央 よ う西北 に 向 ひ て 突 禺 す る 本 榔 年 島 に滿 那 の 田 圃 あ b
。 か の

愛玩 魚 と し て著名 な る タ イ ワ ン キ ン ギ ヨ 多 し 。
こ の 魚 は 臺灣 に て は 三 班 と稱 し

〔篇 建 語 ）、 沖 繩 に て は ト ウ 4 ユ と云 ふ 。
1一ウ イ ユ の 語源 は 未 だ到然 た らず 、 翻

魚 （Fight，lng　f亙sh ）が 昇寄叉唐 魚 か 、 予 は 寧 ろ そ の 後者 な る を 信 ず る S の な う。

何 と な れ ば琉 球 に 於 け る此 魚 の 分 布は 頗 ぶ る 不規 則 に し て 、 首 里人 土 の 地 方 移

住 と と もに 散布 せ し跡 歴 然 taる もの あ れ ば な b
。 想 ふ に 舊 琉 球 filt＄t時代 に 於 て

首 里 人 士 が 南清 地 方 よ う携 え 來 う し 竜の な るべ し。

　予 は 此 處 に て 少 し く ミ キ ウ 類 の 習 性 を記 しあ か ん とす 。
ミ キ ウ は 沖繩 1こて は

川 の 下 流 淡 水 部 の 土手 下 、 阿 且 樹 1魚 認 α P〜那 tectorias　 SOJ・．　 var ．疏 泌 勉 εη諮
，
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　 　 購

WARB ・） に 蔽 は れ た る深 み に 多 く、 中流 に 溯 る に 從 ひ …欠第 に減 少 す 。 習性頗 る

鯉 科 の ヤ ム メ 又 は n ノ ・ナ に類 す る 所あ bc 好 ん で 昆 蟲を食 す c 又 山間 の 溪川 に

て は 小 蛇 の 水 面 を横絶 せ ん と す る 竜の を襲撃 す る こ とあ b 。 予 が見 た る一 二 の

場合 に て は 、 此 襲撃 は 不 成 功 に 終 れ b。 想 ．叙に 魚 の 體 力 に比 し不相 應 の 食 餌 な

れ ば 之 を 放 棄 す る の 已 む を得 ざ る に 禺 し Z5 の の 如 し 、 再 三 水 中 に 引 き込 ま れ し

小 蛇 は 遂 に 水 面 1こ淨 び 出 で て 免 れ去 れ b。 試 に草莖 を一 寸 計 blこ折 b取 b之 を

水 面 に 投 じ、 彼 れ の 塞動 を伺 ふ も一一興 な b 。 癡i餌 の 水 面 に 落 つ る や 否 彼 れは 躍

如 と し て 水 面 に現 は れ、 含 み 去 b て 沈 下 す る も暫 くに し て擬餌 は 再 び 水 面 に俘

、Eす る な bc 其 後 再三 こ れ を水 面 に投 ず る も、 魚は 前 の 失敗に 懲 わて 復出 豪 る

こ と な し
。 か か る 性 質あ る を 以 て此 魚 を釣 らん に は 擬餌 釣 を 使用せ ば好 成績 あ

るべ き も、 沖繩 に て は 行 メ、もの な く、 只 僅 に蛙 や ・ ・
“

ツ タ を餌料 と し て 釣 る もの

あ る に 過 ぎ す。

　又 此 魚 は 川 の ド流潮 頭の 來 去 す る所 に て は 舉動頗 ぶ る 緩慢 な れば寧 ろ 打網 に

有 利 な る も 、 水 色 の 清 澂 な る 上 流 に て は 過 敏 な る を もつ て 刺網 を用 ゆ べ し 。

　本 島の メ ダ カ に は 蚊 類の 幼 蟲 を捕食 す る 性 あ う。 其 効 能 元 よ bTOp ・1コlil）】
’
1。 W

に 及 ば ず と雖 も 、 琉 球 の 如 き蚊 國 に て は 之 を保 護 繁殖 せ しめ ば 多 少 の 効 あ る べ

し。

　沖 繩 島 に近 き伊 牛 屋 島 に 田 名池 あ b
。

元 は 周 囘
一 里 餘 もあ ）i し 由 な る ts　、 漸

次 埋 もれ 、 今 は 四 周 に 水 田 を 生 じ 、 周 囘 牛 里 に す ぎず 。

一
條 の 水 路 あ b て 南 の

方 海 に通 ず 。 池 は 水 極 め て 淺 く深 さ僅 に 二 三 尺 な る 竜腐植 の 堆 積 夥 し く、 危 瞼

に して 入 b雜 し ． 礎 々 に 緑草 を い た だ きた る 俘 島あ う風 に從 ふ て 動 搖 す 。 島根

の 泥 穴 ：こは オ ウ ナ ギ 壱 ほ し。
又 此 池 は 琉 球 第 一

の 鮒産 地 に して 、 古 來 有名 な る

田 名 の 赤鮒 を い だ す所 な t （鮒 の
一

變 種 ）。

　久 米 島は 沖繩 の 酉 五 十 浬 に 在 る 火 山 島に し て 、 地 質は 安 山岩 を主 と し周 圍 に

新 層 の 縁 付 け あ 鉱
一 條の 小 溪 あ る に す ぎず 。 此 島は 淡水 魚 意 外 に 多 く、

ミ キ

ウ
、

フ ナ 、
ドヂ ヨ ウ 、

メ ダ カ 及び 二 種 の 鰻 あ う。 叉 本 島は首 里 人 の 移佳 地 なれ

ば 、 か の タ ／ ワ ン ギ ョ 散 布 せ bc 明治 三 十 七年 五 月鯉 魚 を沖繩 島 よ b移 入 しだ

れ は 、 後 日 の た め 茲 に 記 し も くもの な b 」

　　 　　　 　　　 　　　 　　 先 　島 　諸 　島

　先 島諸 島は 宮 占列 島 と八 重 山列島 との 二 群 よ う成 る
。 東 に 在 る を宮古 列島 と

云 ひ ， 西 に 在 る を 八 重 山列 島 と云 ぷ 、 相 距 る 九 十 浬 な ，b 。
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　宮古 島 は 宮古 列 島 の 主 島 に し て
、 那覇 （沖 繩 島 ） の 西 南 百 七 十 八 渥 に 在 る低

李 島 に し て、 地 質 は 第 三 耙 靨上 に 隆起 礁 を戴 け る 臺地 な b 。 全 島山 な く叉 川 な

し。 た だ淨岸處 々 に 湧泉 あ 転 附 近 に 少 許 の 水 田 を 見 る に 過 ぎず 。 本 採 集匿 域

中最 卆 凡 な る 方面 な b 。 次 に 蝎 ぐる 周答 を見 ば本島が 如何 に 魚類 に 乏 し きか を

想 像 す る に 足 らん 竜括 弧 内は 宮古 語 菰 ウ。

問

答

　宮 古

（My 激 U 　　 D し1

數（種 類 ）は

（Kazza

　 　鮒 　　　と

　
「1“Et．hu 　　　tu

の 川 1ごは どの よ 5 な 魚 が を ゲますか 。

　　　KEnna 　　　　皿 6shinu 　　　　thUlluga　　　uthugar 紋 y磊．）

　 至 て 　 　 少 う　 　ご ざ い
’
ます 　 主 な る 　　もの は

　 dtidu　　ikYarafu 　　 dba もh
」　　 Uriコuiia 　　Inun6

　　　　 鰻 　　　 ぐ らゐ で し よ う
。

　　　Uuagith　　　bakath．yat ・hPat・h．）

　 宮古 島 の 採 集處 は 西 岸崎 田 川 の 湧泉 地 と 、 東 岸 白 川 の 湧 泉地 あ る に 過 ぎず 。

何 れ 竜隆起礁 間 の 伏流 の 噴 出處 な れ ば 、 水 質 極 め て 清 冽 な b 。 魚類 は 僅 k ミ キ

S ・ ヲ ウ キ ウ ド ウ マ ン
、

コ バ シ カ バ セ ぜ 及 兩種 の 鰻 あ b 。 ま た 鮒は 水 田 に棲 む

竜甚 だ 少 し。

　 宮 古 島の 北 方 海上 三 渥 に伊 良部 島あ b ． 聞 く所 に よれ ば 島 の 四 端 な る村 落 内

の 淡 水 池 に 尺 餘 の 魚 あ うポ ノ
レ カ ノ ・ズ と云 ぷ （堀 川 魚 の 義 な b ）。 予 は 是 迄 度 々

海魚 の 淡 水 中 に生 活 せ る 竜の に 逢 ひ た る 苦 し き經驗 あ れ ば 、 今 囘は 探 瞼 を獪 豫

し 、 知 入 に 托 し て標 晶 の 寄 贈 を求 め しに 、 果 し て 南 方 に 普 逋 な る ず バ ヒ ー

Oita」iOS　cha
．
nos （FORSKal ・）な る こ、と を 知 ゐ得 陀 b 。 此 魚 の 小 な る もの は 宮 古 島

の 南 部 嘉牛苅 村の 田 圃 （排 水溝 ） に 多 し。

　 八 重 山 列 島は 石 垣 西 表 の 二 大 島 と數 多 の 小 岐 よ う威 う、 最 西 の 輿 那 國島は 臺

灣 と相距 る 甚 だ近 し。 其 中 石 垣 島 は 此 方 面 の 淡水 魚 類 採 集 に は 代 表 的 の 島 な れ

ば 、 予 は 此 島 の 調 査 に 重 き を 磐 き、 他 あ島 々 は 僅 に 標 品 の 蒐 集 を な し た るに 遇

ぎず 、 見 る 者 其 心 せ られ た し 。

　 石 垣 島 は 沖 縄 島の 那 覇 を距 る二 百 六 十 八 浬 の 西 南 に 在 b 、 臺灣 の 基 隆 を 距 る

百 二 卜浬 な bc 地 勢 は 山 地 と高原 性 を 帶 ぴ だ る 原 野 と相 孚 ば し 、 其 間處 々 に 水

’

田 あ b 。 地 質は 古 生 層 の 墓 盤 に 第三 紀 以 後 の 層 を の せ 、 新 舊火 山 の 噴 出頗 る 多

し。

　山 の 高 き もの を於 茂 登 岳 と す。 海 拔 一 千 六 百 尺 樹木 欝蒼 た う。 全 山 火 崗岩と

閃緑 岩 と よ b成 転 溪 水清 冽 に 過 ぐる を 以 て 、 岳 よ う北 下 す る 荒 川 の 如 き、 水

量 豊富 な る 1こ拘 は らず土 流 に は 魚 類 を見 ず 。 岳 よ b 西 流 す る 名 藏川 を本緜 第二
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の 流 に して長 さ一 里 餘 、 上 流 は 傾斜極 め て 急 に して
、 急湍相接 し 、 名藏七 瀧の

勝 あ b 。
ミ キ ウ 多 き も位 置 惡 し くし て網の 使 用に 堪 2 ず 。 下 流 は 緩 に し て有機

物 の 沈 澱 多 く水 色 黄褐 に して 底 を見 ず 、 海魚の 侵 入 す る もの あ るの み 。 岳 よ b

南流 す る 宮 良川 は 本 島第 一
の 大 河に し て 、 長 さ四 里、 其 山 を出 る や 茫 々 た る草

野 の 間 を 穿 ち、 中流 に は 兩 岸 に 阿 且 樹多 く、 河道 は 墜 道 默 を な し床面 は 花 崗岩

の 分解せ る細 砂 よ ウ成 る 。 水 質割 合 に 清 き も 。

’
石礫 岩塊 に 乏 し きを 以 て魚 類 の

定 住 す る もの 少 く、 探 集 は 夜 間點 火 して行 メ、に 利 あ う。
た だ下 流 に は 川 に通ず

る 小 池 あ b て 好 採 集 地 あ b
。

／ ノ
・
サ キ ノ ・ ぜ 、 コ バ シ カ ノ ・ ハ ぜ 多 し。 後 者 は 純 淡

水 魚 な b や疑 は し き點 あ れ ど、 元 來 Gobiidae科 其 者 の 大部 が鹹淡 兩部 に適應

す る性 質 ある もの なれ ば 、 採 集の 地 勢 よ b見 て 、 暫 くこ れ を表 中に 掲 げあ きた

b。 又 本 川 の 下 流 海 口 に 近 き所 に廣 大 次 る 紅 樹科植物 （Rhizophoraeeae ）の 叢 林

あ bc 樹 間 に種 々 の 魚 を 見 る 竜 、 多 くは 海魚 な b 。 予 が探 集 の 範 圍 に て は 石 垣

島 の 採 集 は 大 川 よ b 竜寧 ろ小 溪若 q よ池溝 に 於 て有利 な b。 首 邑 四 箇村 を 距 る

柬 方里 許 、 名藏村 に 通ず る 途に ヒ ヤ ン サ ン カ ー ラ あ b 。 流幅僅 に二 三 米河 床 1ポ

石礫 若 くは 岩塊 よ b 成 る
。

八 重 山 に 於 け る タ メ ト モ ハ ぜ の 産 地 に し て 、 撞網 も

て捕 b 得 べ く、又 盲釣 懲有效 な bc 岩 崎氏 曰 くビ ユ ー イ ズ （タ メ ト モ ノ
・ぜ の 八

重 山 方 言 ） は性 質頗 る活 撥 に し て 、 棲所 に 從 ぴ 體色 を 變ず る 奇 性 あ b と。 其 大

な る もの は 大 さ一 尺弱 に 及 ぶ と云 ふ
。

此 魚は 南洋 方 面 の もの な る に 拘 は らず 是

迄皇灣 に發見 せ られ ざ る は 如 何 。 臺 地 同好 諸君 の 注 意 を希 望 す 。

　 鮒 は 水 田 に 多 く、
V ラ リ ヤ 熱 の 藥 とし て 貴ば れ

、
タ ウ ナ ギ は 肺 病の 妙 藥 と し

て 知 らる
。 大鰻 は 極 め て普 逋 に して 、 長 五 六 尺 、 周 一 尺 四 五 寸 の もの 稀 な らず 。

ドヂ ヨ ウ は 田 中 に 多 く、 皆 小 形 な b 。

　 先 島諸島には メ ダ カ な し。
Tap −minilOiy は 到 る處 の 水 田や溝 渠 中 に群 棲 せ

b 。 此 魚の 本島に入 b しは 大正 八 年 四 月に し て、 東洋製糖株式會瓧 が マ ラ y ヤ

蚊 撲滅の 目的 を以 て 臺灣 よ b本 島の 大 濱村 に 移殖 せ しを 始 とす。 爾來 よ く風 土

に 適 し繁 殖 極 め て 熾 ん に し て 、 同 棲せ る鮒は 年 々 減 少 す る に 至 れ b （此 魚 は 鰭

の 卵 を 食 ぷ に よ る）。
こ の 有樣 なれ ば數年 の 後 に 至 らば マ ラ y ヤ 蚊 を驅 除 し盡 し

イ 八 重 山は 南 島の 樂士 と な るに 至 るべ し 、 予 は 切 に 其保護を 望 ｛バ の な b 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （昭 和 二 年 四 月 ）

の
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